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１ 前年度指摘事項等に対する措置等 

 

 （１）指摘事項  該当なし 

 

  （２）監査意見  該当なし 

 

  （３）決算審査意見 

 

決 算 審 査 意 見 処  理  状  況  等 

○県の財政運営について 

 本県の財政状況を踏まえ、引き続き財

源確保を図り、各事業の内容を精査する

とともに、当面、新型コロナウイルス感

染症への対応に万全を期していただきた

い。  

また、大雨や地震などの自然災害への

備えを進めるなど、安全・安心な県民生

活の確保に向けた予算編成を行い、適切

な財政運営に取り組まれたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜財政誘導目標（R1～R4）＞ 

歳入基盤の脆弱な本県の財政状況を踏まえ、国

に対して、特に新型コロナにより甚大な影響が生

じている地域経済再生に向けた対策を講じるため

の特別な財源はもとより、地方一般財源総額の確

保などについて、全国知事会等とも連携しながら

要望活動を強化した。 

令和４年度当初予算では、予断を許さない新型

コロナ対策に万全を期すための保健衛生・検査体

制の強化や感染防止対策に加え、コロナを越える

経済対策、ポストコロナの新しい人の流れの創出

に重点を置くとともに、防災・減災や地域高規格

道路整備などインフラの充実も図った結果、平井

県政最大規模となる積極型予算を編成した。 

（３，６４０億円、２．０％増） 

なお、財政運営にあたっては、社会保障費など

の義務的経費の増嵩が予算編成における制約を高

めているとともに、引き続き新型コロナウイルス

感染症対策に係る財政需要が生じており、厳しい

財政状況が続いているが、これまでの１５年間、

未来への積極的な投資と財政健全化の二兎を追う

財政運営に努めた結果、積極型の令和４年度当初

予算編成を行った上で、県民との約束である「財

政誘導目標」の達成に見通しをつけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前年度県議会決算審査特別委員会の指摘事項（口頭指摘を含む。）に対する処理状況  該当なし 
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３ 職員の定員、現員調べ 

 

                                                                          

          種 別 

  

 区 分 

事務職員 技術職員 現業職員 合 計 備      考 

 

 

4.4.1 

現 在 

3.4.1 

現 在 

4.4.1 

現 在 

3.4.1 

現 在 

4.4.1 

現 在 

3.4.1 

現 在 

4.4.1 

現 在 

3.4.1 

現 在 

定 員
     ２０ ２０ ０ ０ ０ ０ ２０ ２０ 

 

 

現 員
     （１） 

２０ 

（１） 

２０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（１） 

２０ 

（１） 

２０ 

併任職員１（本務：

警察本部） 

過不足(△)
 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  

臨 時 的 

任 用 職 員 
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

会 計 年 度 

任 用 職 員 
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

   

４ 役付職員の調べ 

                                                                       （令和３年８月１日現在） 

職       名 氏     名 在 職 期 間 備    考 

 

財政課長 

 

前田秀樹 

     年 

１ 

     月 

 

  

 

課長補佐 福田佳子  ５  

総括主計員 川上純一 １ ５  
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５ 主な事業に関する調べ 

                                                                               （単位：千円） 

 

事   業   名 

 

 

決算額 

 

財  源  内  訳 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

予算編成（財政運営費） 9,741 376  16 9,349 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略 － 

政策項目 － 

１ 事業の目的、概要 

  県経済等の動向に機敏に対応しながら新たな時代の流れを捉えた鳥取県を創り出していくため、機動的な

財政運営を推進していく。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

  決算審査特別委員会からの指摘事項等を踏まえ、事業全般にわたって内容を精査し、最少の経費で最大の

効果を上げるよう配慮するとともに、「鳥取発・政策主導型予算編成システム」により、県民、関係機関等

との議論を含めた検討の期間を確保して施策内容を練り上げた。 

 

３ 事業成果（改善状況）・課題等 

 （令和３年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点） 

サマーレビューを含む事務事業見直しの実施や財源確保対策により、７４億円の財源効果を生み出し、令

和４年度当初予算において新たな事業を行うための財源捻出を図った。 

 

（成果及び効果） 

  財政運営に関する県民との約束である「財政誘導目標」について、令和４年度末に向けて達成の見通しを

つけた。 

                   

（課題） 

  社会保障費等の増加と相まって、新型コロナウイルス感染症に伴う財政需要等の影響も懸念される。引き

続き、より効果的・効率的な事業実施のための不断の見直し、財源確保に向けた全国知事会や他県と連携し

た国への提案、要望活動を行う必要がある。 
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６  決算資料 

   一般会計（歳入）                                                  （単位：円） 

 

区 

分 

 

 

科  目 

 

 

予    算    現    額  

調 定 額 

 

Ａ 

 

収入済額 

 

Ｂ 

 

不納欠損額 

 

Ｃ 

 

収入未済額 

 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

 

備 考 

 

 

 

当初予算額 

 

 

補正予算額 

 

継続費及び 

繰越事業費 

繰越財源充

当額 

 

計  

 

 

 

歳 

 

 

入 

 

 

地方特例交付金 208,057,000 115,626,000 0 323,683,000 323,683,000 323,683,000 0 0  

地方交付税 139,746,000,000 12,099,237,000 0 151,845,237,000 152,343,349,000 152,343,349,000 0 0  

交通安全対策特別

交付金 

123,979,000 0 0 123,979,000 128,733,000 128,733,000 0 0  

総務費国庫補助金 2,000,000,000 2,500,000,000 0 4,500,000,000 0 0 0 0  

総務費委託金 376,000 0 0 376,000 376,000 376,000 0 0  

利子及び配当金 35,355,000 0 0 35,355,000 33,624,333 33,624,333 0 0  

農林水産業費寄附

金 

0 0 0 0 500,000 500,000 0 0  

電気事業会計繰入

金 

0 0 0 0 43,336,875 43,336,875 0 0  

減債基金繰入金 5,500,000,000 △5,500,000,000 0 0 0 0 0 0  

臨時財政対策債償

還基金繰入金 

0 0 0 0 362,973,000 362,973,000 0 0  

繰越金 2,000,000,000 8,075,009,000 0 10,075,009,000 10,075,009,536 10,075,009,536 0 0  

宝くじ収入 1,506,930,000 △190,013,000 0 1,316,917,000 1,378,296,746 1,378,296,746 0 0  

雑入 55,788,000 0 0 55,788,000 12,375,000 12,375,000 0 0  

臨時財政対策債 16,939,000,000 △16,000,000 0 16,923,000,000 16,923,000,000 16,923,000,000 0 0  

合  計 168,115,485,000 17,083,859,000 0 185,199,344,000 181,625,256,490 181,625,256,490 0 0  
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  一般会計（歳出）                                                   （単位：円） 

 

区 

分 

 

 

科  目 

 

 

予    算    現    額  

支出済額 

（決算額） 

Ｂ 

支出済額の内訳  

翌 年 度 

繰 越 額 

Ｃ 

 

差引残額 

（不用額） 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

 

備 考 

 

 

 

当初予算額 

 

 

補正予算額 

 

継続費及び 

繰越事業費 

繰 越 額 

予 備 費 

支出及び 

流用増減 

 

計 

Ａ 

  

本 庁 

 

 

出納

機関 

 

 

 

歳 

 

 

出 

 

 

一般管理費 2,257,000,000 2,520,000,000 0 △4,104,074,801 672,925,199 0 0 0 0 672,925,199  

財政管理費 9,742,000 0 0 0 9,742,000 9,740,960 9,740,960 0 0 1,040  

財政調整基

金費 

1,056,000 0 0 0 1,056,000 86,205 86,205 0 0 969,795  

諸費 33,398,000 83,618,000 0 △98,893,012 18,122,988 3,358,400 3,358,400 0 0 14,764,588  

減債基金費 34,296,000 0 0 0 34,296,000 33,349,388 33,349,388 0 0 946,612  

臨時財政対

策債償還基

金費 

0 5,000,000,000 0 0 5,000,000,000 5,000,000,000 5,000,000,000 0 0 0  

防災総務費 3,000 0 0 0 3,000 2,595 2,595 0 0 405  

利子 1,298,000 △980,000 0 0 318,000 5,698 5,698 0 0 312,302  

公債管理特

別会計繰出

金 

50,809,522,000 1,903,056,000 0 0 52,712,578,000 52,710,680,245 52,710,680,245 0 0 1,897,755  

予備費 150,000,000 0 0 △7,000,000 143,000,000 0 0 0 0 143,000,000  

合  計 53,296,315,000 9,505,694,000 0 △4,209,967,813 58,592,041,187 57,757,223,491 57,757,223,491 0 0 834,817,696  
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    公債管理特別会計（歳入）                                               （単位：円） 

区

分 

 

科  目 

 

 

予    算    現    額  

調 定 額 

 

Ａ 

 

収入済額 

 

Ｂ 

 

不納欠

損額 

 

Ｃ 

 

収入未済

額 

 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

 

備 考 

 

 

 

当初予算額 

 

 

補正予算額 

 

継続費及び

繰越事業費

繰越財源充

当額 

 

計  

 

歳

入 

一般会計繰入金 50,809,522,000 1,903,056,000 0 52,712,578,000 52,710,680,245 52,710,680,245 0 0  

減債基金繰入金 547,680,000 0 0 547,680,000 547,680,000 547,680,000 0 0  

借換債 11,272,880,000 0 0 11,272,880,000 11,272,880,000 11,272,880,000 0 0  

合  計 62,630,082,000 1,903,056,000 0 64,533,138,000 64,531,240,245 64,531,240,245 0 0  

一般会計からの 

繰入れ理由 

一般会計に係る県債の適正な償還に備えるため、元金の一部、利子等に相当する額を繰入れている。 

（なお、鳥取県公債管理特別会計は平成１８年度から設置している。） 

  

公債管理特別会計（歳出）                                                （単位：円） 

区

分 

 

科 目 

 

 

予    算    現    額 
 

支出済額 

（決算額） 

Ｂ 

支出済額の内訳 

翌年度 

繰越額 

Ｃ 

 

差引残額 

(不用額) 

Ａ -Ｂ -Ｃ  

 

備考  

当初予算額 

 

 

補正予算額 

 

継続費及び 

繰越事業費 

繰 越 額 

予 備 費 

支出及び 

流用増減 

 

計 

Ａ 

  

本 庁 

 

 

出納 

機関 

 

歳

出

 

元金 58,936,867,000 2,100,000,000 0 0 61,036,867,000 61,036,866,147 61,036,866,147 0 0 853  

利子 3,624,576,000 △188,162,000 0 0 3,436,414,000 3,436,413,314 3,436,413,314 0 0 686  

公債 

諸費 

68,639,000 △8,782,000 0 0 59,857,000 57,960,784 57,960,784 0 0 1,896,216  

合 計 62,630,082,000 1,903,056,000 0 0 64,533,138,000 64,531,240,245 64,531,240,245 0 0 1,897,755  
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７ 事業別実施状況調べ 

（単位：円） 

事 業 名
 

予    算    現    額 

支出済額 

（決算額） 

Ｂ 

翌年度 

繰越額 

Ｃ 

差引残額 

（不用額） 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

執行 

率 

B/A 

事業計画と実績・成果、 

不用額の理由等 当初予算額 補正予算額 

継続費

及び繰

越事業

費繰 

越 額 

予 備 費 

支出及び 

流用増減 

計 

Ａ 

(一般管理費)           

災害復興調整費 50,000,000 20,000,000  △38,562,814 31,437,186 0 0 31,437,186 0% (所管替配当先) 

子育て・人財局、農林

水産部、県土整備部で

執行 

（事業内容・不用額理由） 

災害復旧・復興支援等

の事業の円滑な推進を

図るための予備的経費

であり、結果的に左記

の不用額が生じた。 

一般的調整事務

経費の予備枠 

207,000,000   △70,168,985 136,831,015 0 0 136,831,015 0% (所管替配当先) 

新型コロナ感染症対策

本部事務局、令和新時

代創造本部、交流人口

拡大本部、危機管理

局、総務部、地域づく

り推進部、福祉保健

部、子育て・人財局、

生活環境部、商工労働

部、農林水産部、人事

委員会事務局で執行 

（事業内容・不用額理由） 

標準事務費等の予備枠

であり、結果的に左記

の不用額が生じた。 
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事 業 名 

予    算    現    額 

支出済額 

（決算額） 

Ｂ 

翌年度 

繰越額 

Ｃ 

差引残額 

（不用額） 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

執行 

率 

B/A 

事業計画と実績・成果、 

不用額の理由等 当初予算額 補正予算額 

継続費 

及び繰越

事業費繰 

越 額 

予 備 費 

支出及び 

流用増減 

計 

Ａ 

新型コロナウイ

ルス感染症緊急

事態対策調整費 

 

2,000,000,000 2,500,000,000  △3,995,343,002 504,656,998 0 0 504,656,998 0% (所管替配当先) 

交流人口拡大本部、総

務部、福祉保健部、子

育て・人財局、生活環

境部、商工労働部、農

林水産部、教育委員会

事務局で執行 

（事業内容・不用額理由） 

新型コロナウイルス感

染症による緊急事態に

対する機動的な対応を

図るための経費であ

り、結果的に左記の不

用額が生じた。 

目  計 2,257,000,000 2,520,000,000  △4,104,074,801 672,925,199 0 0 672,925,199   

(財政管理費)           

(主)財政運営費 9,742,000    9,742,000 9,740,960  1,040 99.9% 主な事業に関する調べ

のとおり。 

目  計 9,742,000    9,742,000 9,740,960  1,040   

(財政調整基金

費) 

          

財政調整基金費 1,056,000    1,056,000 86,205  969,795 8.1% (事業内容) 

運用利息について積立

を行うものであり、結

果的に左記の不用額が

生じた。 
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事 業 名 

予    算    現    額 

支出済額 

（決算額） 

Ｂ 

翌年度 

繰越額 

Ｃ 

差引残額 

（不用額） 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

執行 

率 

B/A 

事業計画と実績・成果、 

不用額の理由等 当初予算額 補正予算額 

継続費 

及び繰越

事業費繰 

越 額 

予 備 費 

支出及び 

流用増減 

計 

Ａ 

目  計 1,056,000    1,056,000 86,205  969,795   

(諸費)           

地方公営企業繰

出金 

3,398,000    3,398,000 3,358,400  39,600 98.8% (事業内容) 

企業局職員に係る児童

手当給付及び基礎年金

拠出金負担金に要する

経費の企業会計への繰

出金である。 

償還金 30,000,000 83,618,000  △98,893,012 14,724,988   14,724,988 0％ (所管替当先) 

令和新時代創造本部、

危機管理局、総務部、

生活環境部、商工労働

部、農林水産部、県土

整備部で執行 

(事業内容) 

過年度の国庫補助金返

還等に対応するため、

各課に配当を行うため

の予算であり、結果的

に左記の不用額が生じ

た。 

目  計 33,398,000 83,618,000  △98,893,012 18,122,988 3,358,400  14,764,588   

(減債基金費)           

減債基金費 34,296,000    34,296,000 33,349,388  946,612 97.2% (事業内容) 

運用利息について積立

を行った。 

目  計 34,296,000    34,296,000 33,349,388  946,612   
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事 業 名 予    算    現    額 支出済額 

（決算額） 

Ｂ 

翌年度 

繰越額 

Ｃ 

差引残額 

（不用額） 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

執行 

率 

B/A 

事業計画と実績・成果、 

不用額の理由等 

当初予算額 補正予算額 

継続費 

及び繰越

事業費繰 

越 額 

予 備 費 

支出及び 

流用増減 

計 

Ａ 

(臨時財政対策

債償還基金費) 

          

臨時財政対策債

償還基金費 

 5,000,000,000   5,000,000,000 5,000,000,000  0 100％ (事業内容) 

臨時財政対策債償還基

金に積立を行った。 

目  計  5,000,000,000   5,000,000,000 5,000,000,000  0   

 (防災総務費)           

鳥取県原子力防

災対策基金事業 

3,000    3,000 2,595  405 86.5% (事業内容) 

運用利息について積立

を行った。 

目  計 3,000    3,000 2,595  405   

(利子)           

一時借入金利子 1,298,000 △980,000   318,000 5,698  312,302 1.8% (事業内容) 

基金の繰替運用に係る

利子の支払いを行うも

のであり、結果的に左

記の不用額が生じた。 

目  計 1,298,000 △980,000   318,000 5,698  312,302   

(公債管理特別

会計繰出金) 

          

公債管理特別会

計繰出金 

50,809,522,000 1,903,056,000   52,712,578,000 52,710,680,245  1,897,755 99.9% (事業内容) 

公債管理特別会計への

繰出金である。 

目  計 50,809,522,000 1,903,056,000   52,712,578,000 52,710,680,245  1,897,755   

1
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事 業 名 予    算    現    額 支出済額 

（決算額） 

Ｂ 

翌年度 

繰越額 

Ｃ 

差引残額 

（不用額） 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

執行 

率 

B/A 

事業計画と実績・成果、 

不用額の理由等 

当初予算額 補正予算額 

継続費 

及び繰越

事業費繰 

越 額 

予 備 費 

支出及び 

流用増減 

計 

Ａ 

(予備費)           

予備費 150,000,000   △7,000,000 143,000,000   143,000,000 0% (所管替当先) 

農林水産部で執行 

(事業内容) 

予算計上していない臨

時的、突発的事業につ

いて、緊急かつ機動的

な対応を図るための経

費であり、結果的に左

記の不用額が生じた。 

目  計 150,000,000   △7,000,000 143,000,000   143,000,000   

合  計 53,296,315,000 9,505,694,000 0 △4,209,967,813 58,592,041,187 57,757,223,491 0 834,817,696   

1
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８ 予備費の充用調べ  該当なし 

 

９ 現金の取扱状況  該当なし 

 

１０ 財産に関する調べ  

  （１）公有財産 

ア 土 地  該当なし 

イ 建 物  該当なし 

ウ 山 林  該当なし 

エ 不動産売却等  該当なし 

オ 財産の交換  該当なし 

カ 動 産（船舶、浮標、浮桟橋、浮ドック、航空機）  該当なし 

キ 物 権 該当なし 

ク 無体財産権（特許権、著作権、商標権、実用新案権等）  該当なし 

ケ 有価証券 

                                       (令和４年３月３１日現在） 

区  分 

 

前年度末 

（数量、金額） 

   本  年  度  中 本年度末 

（数量、金額） 

法 人 名 

 

備  考 

      増       減 

有価証券 2,000,000円 0 0 2,000,000円 株式会社日本

宝くじシステ

ム 

有価証券不所

持 

合  計 2,000,000円 0 0 2,000,000円   

 

コ 出資による権利 

区  分 

 

前年度末 

（数量、金額） 

   本  年  度  中 本年度末 

（数量、金額） 

法 人 名 

 

備  考 

      増       減 

地方公共

団体金融

機構出資

金 

49,000,000円 0 0 49,000,000円 地方公共団体

金融機構 

 

合  計 49,000,000円 0 0 49,000,000円   

 

 （２）金券類の保有状況 

    ア 金券の保有状況 

     有 ・ 無 

    イ タクシーチケットの保有状況 

                                                                                      （令和４年３月３１日現在） 

前年度末未使用枚数 

 

本  年  度  中 本年度末未使用枚数 

 購 入 枚 数       使用枚数及び金額 

                      18枚 

 

                        0枚 

 

                       0枚                       18枚 
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（３）基 金 

                                    （令和４年３月３１日現在） 

種  別 

 

前年度末 

 

本  年  度  中 本年度末 

 

備  考 

    増     減 

 

財政調整基金 

現金 

円 

 

 

4,003,254,914 

円 

 

 

86,205 

円 

 

円 

 

 

4,003,341,119 

 

 

県立公共施設等

建設基金 

現金 

 

 

 

7,114,206,249 

 

 

 

 

 

 

 

7,114,206,249 

 

 

減債基金 

有価証券 

 

[4,981,113,242] 

4,914,938,612 

 

[1,500,000,000] 

1,500,000,000 

 

[200,000,000] 

200,747,562 

 

[6,281,113,242] 

6,214,191,050 

 

券面価格 

取得価格 

現金 7,733,669,751 2,511,953,950 2,047,680,000 8,197,943,701  

大規模事業基金 

現金 

 

 

3,630,000,000 

 

 

 

 

 

 

3,630,000,000 

 

 

長寿社会対策推

進基金 

現金 

 

 

2,500,000,000 

   

 

2,500,000,000 

 

原子力防災対策

基金 

現金 

 

 

142,524,344 

 

 

2,595 

 

 

121,367,931 

 

 

21,159,008 

 

臨時財政対策債

償還基金 

現金 

 

 

 

 

 

 

 

5,000,000,000 

 

 

 

362,973,000 

 

 

 

4,637,027,000 

 

合計 

有価証券 

 

 

[4,981,113,242] 

4,914,938,612 

 

[1,500,000,000] 

1,500,000,000 

 

[200,000,000] 

200,747,562 

 

[6,281,113,242] 

6,214,191,050 

 

券面価格 

取得価格 

現金 25,123,655,258 7,512,042,750 2,532,020,931 30,103,677,077  

 
 （４）債 権  該当なし 
 
１１ 財産の貸付け及び使用許可調べ  該当なし 
 
１２ 借受不動産明細調べ  該当なし 
 
１３ 職員駐車場の管理状況調べ  該当なし 
 
１４ 寄附物件の受納状況調べ  該当なし 
 
１５ 備品の処分状況調べ  該当なし                                   
 
１６ 貸付金等状況調べ  該当なし 
 
○ 意見、要望等 特になし 
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